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臨
時
叫

。
ハ
と
じ
て
お
く
と
ベ
ん
り
で
す
》

一ー， 
， ， 

$苦 A

，"，、，
も

。

放
牧
が
は
じ
ま
っ
た

新

川

育

成

牧

場

こ
の
た
び
新
川
育
成
牧
場
の
一
部
が
完
成
し
、
4
月
初
日

に
現
地
で
、
関
係
者
や
く
百
五
十
人
が
集
ま
っ
て
開
放
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
口
県
知
事
、
魚
津
市
長
、
滑
川
市
長
の
手

で
テ
l
プ
が
切
ら
れ
る
と
、
三
十
頭
余
り
の
牛
が
広
々
と
し

た
緑
の
牧
場
に
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
牧
場
は
、

魚
津
、
滑
川
、
黒
部
、
宇
奈
月
の
三
市
一

町
で
つ
く
っ
て
い
る
新
川
育
成
牧
場
組
合
が
、
昭
和
村
年
か

ら
四
ヵ
年
計
画
、
総
事
業
費
二
億
四
千
万
円
で
、

黒
部
市
と

，宇
奈
月
町
に
ま
た
が
る
標
高
二
百
余
M
の
新
川
平
野
を

一
望

で
き
る
山
地
に
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
ん
ど
で
き
た
の
は
五
十
診
で
、
こ
の
あ
と
四
十
診
の
草

地
造
成
、
サ
イ
ロ
収
納
庫
、
乾
燥
調
笹
・
舎
な
ど
六
機
や
、
，諸

機
械
が
弊
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
i
三
年
後

に
は
、
一
日
三
百
頭
の

育
成
牛
の
放
牧
を
行
な

う
予
定
で
、
管
理
も
新

川
酪
農
業
協
同
組
合
に

委
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

乙
の
牧
場
が
完
成
す

れ
ば
草
地
面
積
九
十
診

と
い
う
大
き
な
放
牧
場

と
な
り
ま
す
。

写
真
H
広
々
と
し
た
牧
場
に
放
さ
れ
た
牛



戸割
~ 

医ヨ

46.5. 1 

第
二
十
二
回
富
山
県
植
樹
祭
は
、

5
月
お
目
、
小
菅
沼
大
田
屋
地
内
(

坪
野
|
古
鹿
熊
線
林
道
ぞ
い
)
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

植
樹
祭
の
行
な
わ
れ
る
場
所
は
、
市
街
地
よ
り
や
く
十
二
キ
ロ

M
の
山

手
で
、
林
道
坪
野
|
古
鹿
熊
線
の
基
点
か
ら
や
く
三

・
三
キ
ロ

M
の
標
高

ゃ
く
四
百
五
十
討
の
地
点
で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
能
登
の
山
々
を
見
渡

す
こ
と
の
で
き
る
眺
望
の
き
く
ま
こ
と
に
よ
い
場
所
で
す
。

植
樹
祭
の
お
日
に
は
、
県
知
事
は
じ
め
県
内
か
ら
関
係
者
や
く
一
千
名

が
参
加
、
式
典
の
あ
と
、
同
林
道
ぞ
い

一
か
に
「
た
て
や
ま
す
ぎ
」
の
苗

木
二
千
五
百
本
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ‘

ご
承
知
の
よ
う
に
緑
化
は
、

国
土
の

保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
そ
し
て
森

林
資
源
の
保
続
培
養
と
い
う
重
要
な
役

割
り
を
果
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
は

酸
素
供
給
の
場
で
あ
り
、
人
間
や
す
ら

ぎ
の
場
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
環
境
の

な
か
で
、

自
然
の
美
、
緑
の
よ
さ
と
い

う
も
の
の
認
識
が
深
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
本
市
で
、

植
樹
祭
の
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
意
義
深

い
こ
と
で
す
。

乙
の
松
倉
地
内
の
小
菅
沼
大
田
屋
を

中
心
と
す
る
付
近
一
帯
は
、
市
内
で
も

自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
の
よ
い
絶
好

の
場
所
と
い
え
ま
す
。
つ
ぎ
に
こ
の
付

近
の
状
況
を
簡
単
に
と
紹
介
し
て
み
ま

?
レ
よ
《
J
o
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植
樹
祭
の
行
な
わ
れ
る
場
所
に

通
ず
る
坪
野
|
古
路
熊
線
林
道

は
、
昭
和
引
年
か
ら
県
蛍
で
着
工

さ
れ
、
中
腹
か
ら
峰
筋
へ

と、

う

ね
っ
て
い
る
こ
の
道
路
は
、

森
林

資
源
の
造
成
に
大
き
な
役
割
り
を

小
菅
沼
周
辺
の
紹
介

い
こ
い
の
場
に

好

適

地

果
し
て
い
ま
す
。
景
観
の
す
ば
ら
し
さ

か
ら
最
近
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
出
か
け
る
人

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
付
近

に
は
北
山
、
坪
野
の
両
混
泉
を
は
じ
め

と
し
、
近
く
に
は
、

N
H
K
テ
レ
ビ
の

「
天
と
地
」
で
紹
介
さ
れ
た
松
倉
(
腿

熊
)
城
跡
が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、

将
来
が
期

、
ぷ

侍
さ
れ
て
い
る
わ
け

s
ノ

・

相

で
あ
り
ま
す
。

松
倉
城
跡
は
、
市

4
L
/
苫
'
ソ
ム

の
中
心
部
か
ら
十
キ

ザ
十
i
J
I
-
-Y
E
E

ロ
討
あ
ま
り
の
と
こ

値
圏
阻

ろ
に
あ
り
、
ハ
イ
キ

aa

ン
グ
に
好
適
な
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
o

，げ
F
B

こ
の
た
め
市
教
育
委

'ぺ
!

員
会
で
は
、
施
設
を

J
設

整
備
す
る
こ
と
に

ρ

ぬ
綴

し、

三
年
前
か
ら
工

J

ヤ
獄

事
を
す
す
め
て
お
り

e
f

dNb繊

細
嗣

ま
す
。現
在
、
す
で
に
は
本
丸
跡
に
休
憩
所

が
で
き
、
ベ
ン
チ
な
ど
も
置
か
れ
、
登

山
口
の
小
菅
沼
地
内
か
ら
頂
上
付
近
ま

で
、
ゃ
く

一
・
三
キ
ロ

M
に
幅
一

・
五

M
の
登
山
道
も
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
と
し
は
、
本
丸
の
後
部
に
あ
る
守

護
神
堂
跡
に
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
小
さ

な
ほ
こ
ら
を
建
設
す
る
ほ
か
、
高
さ
や

く
三
ば
の
石
仰
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
登
山
道
と
は
別
に
、

何
年
度
か
ら
林
道
の
開
設
を
始
め
て
お

り
、
完
成
す
れ
ば
森
林
資
源
の
開
発
と

と
も
に
、
観
先
面
に
大
い
に
利
用
で
き

る
の
で
、
松
倉
城
は
二
、
三
年
後
に
市

民
の
新
し
い
憩
い
の
掲
と
し
て
、
親
し

ま
れ
る
こ
と
と
忠
川

ま
す
。

林
道
坪
野
l
古
鹿
熊
線
の
開
通
に
よ

っ
て
、
公
社
造
林
が
す
す
め
ら
れ
、
地

域
住
民
の
大
き
な
期
待
の
な
か
で
、

第
二
十
二
回
富
山
県
植
樹
祭
が
行
な
わ

れ
、
柏
樹
地
を
中
心
に
、
い
き
い
き
と

し
た
周
辺
の
姿
を
広

く
県
内
の
人
々
に
紹

介
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自
然
の
環

境
に
め
ぐ
ま
れ
て
い

る
こ
の
付
近
一
帯
は

森
林
公
園
と
し
て
、

市
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
口

写
真
リ
昨
年
、

4

H
ク
ラ
プ
員
に
よ

り
坪
野
古
鹿
熊
線

林
道
ぞ
い
に
桜
の
苗
木
や
く
八
百
本

が
植
え
ら
れ
た
(
植
樹
祭
の
行
な
わ

れ
る
の
は
こ
の
付
近
)

山

火

事

に

ご

注

意

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火

事
が
お
き
や
す
い
季
節
で
す
っ
入
山

さ
れ
た
場
合
、
た
ば
こ
火
な
ど
に
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
D

マ
:
・筈
虫
を
と
ら
え
て

農
作
物
や
動
物
の
生
育

を
助
け
、
私
た
ち
の
心

を
慰
め
て
く
れ
る
小
鳥

を
愛
し
、
保
護
し
よ
う

と
昭
和
辺
年
か
ら
5
月

山
日
を
バ
l
ド
デ

!
と

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
乙

の
行
事
は
年
を
追
っ
て

臨
ん
に
な
り
、
お
年
か

ら
は
乙
の
日
か
ら
一
週
間
を
愛
鳥
週
間

と
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「一一 季節の話題 一一一

| 愛鳥週間 ・母の日 | 
マ
:・

5
月
の
第
二
日
隠
居
は
「母
の
日
」

で
す
。
日
ご
ろ
お
母
さ
ん
の
ご
苦
労
を

慰
め
、
母
に
感
謝
す
る
日
で
す
。
そ
の

気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
な
く
な

っ
た
お
母
さ
ん
を
し
の
ぶ
人
は
、

白
い

カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
、
お
母
さ
ん
が
健

在
の
人
は
赤
い
カ
l
ネ
l
シ
ョ
ン
を
胸

に
か
ざ
り
ま
す
。
乙
れ
は
戦
後
、
ア
メ

リ
力
か
ら
伝
わ
っ
た
行
事
で
す
が
、
戦

前
は
、
わ
が
国
で
も
地
久
節
(
皇
后
誕

生
日
)
を
母
の
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
日
、
婦
人
会
や
女
子
青
年

会
が
中
心
に
行
事
を
行
な
っ
た
こ
と
を

ど
記
憶
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

- 2-



第 3種郵便物認可

吉島小学校第2期工事

1 1月末に完成予定

づおつ報広

統
合
し
た
吉

島
小
学
校
の
校

舎
建
設
第
一
期

工
事

(
九
教
室

と
階
段

・
便
所

な
ど
)
は
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
が
、
ひ
き

つ
づ
き
第
二
期

工
事
が
5
月
中

旬
か
ら
は
じ
め

ら
れ
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

第
二
期
工
事

は
、
第
一
期
工

事
の
校
舎
の
廉

側
に
棟
続
き

で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
、
の
ベ
面

積
二
千
百
五
十
七
平
方
M
の
建
物
を
や

く
九
千
五
百
万
円
の
工
費
で
建
設
さ
れ

ま
す
。
こ
の
な
か
に
、
普
通
教
室
五
、

特
別
教
室
四
、
特
殊
学
級
教
室
、
校
長

室
、
職
員
室
、
宿
直
室
、
放
送
室
、
機

械
室
、
給
食
リ
フ
卜
、
玄
関
各
一

な
ど

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
Dま
た
、
校
舎
の
南
側
に
は
幅
や
く
一

M
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
教

室
へ
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
温
風
暖
房
装
置
に
よ
り
、
冬

で
も
快
適
に
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

古
島
小
学
校
の
生
徒
数
は
四
百
九
十

八
人
(
十
四
学
級
)
で
す
が、

来
年
1

月
か
ら
新
し
い
校
舎
で
授
業
が
で
き
る

よ
う
け
月
下
旬
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

来
年
度
は
第
三
期
工
事
と
し
て
、
体

市
税
条
例
の
改
正
な
ど
審
議

臨
時
市
議
会
は
、
3
月
ぬ
日
ひ
ら
か

れ
、
市
税
条
例
の
改
正
、
日
刊
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
(
四
十
万
円
追
加
)
な

ど
三
議
案
を
審
議
、
原
案
ど
お
り
可
決

ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

46.5. 1 

マ
市
税
条
例
の
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
市

税
条
例
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
市
民
税
に
お
い
て
は
、
基
礎
、

寡
婦
、
障
害
者
、
老
年
者
、
勤
労
学
生

臨

時

議

必』
XIi: 

市

控
除
額
が
各

一
万
円
、
配
偶
者
、
扶
養

控
除
額
な
と
こ
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
費
控
除

の
額
を
所
得
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る

金
額
ま
た
は
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い

金
額
と
し
、
最
高
限
度
額
を
百
万
円
に

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
生

命
保
険
料
控
除
の
最
高
限
度
額
を
二
万

七
千
五
百
円
に
、
ま
た
、
障
害
者
、
未

成
年
者
、
老
年
者
、
寡
婦
に
つ
い
て
の

非
課
税
の
限
度
額
を
年
所
得
三
十
五
万

育
館
や
運
動
場
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
第
1
則
工
事
で
完
成
し
た
校

企
口

)

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

電
気
ガ
ス
税
に
お
い
て
は
、
電
気
に

対
す
る
電
気
カ
ス
税
の
免
税
点
が
七
百

円
に
、
入
湯
税
に
つ
い
て
も
、
税
率
が

四
十
円

(改
正
前
二
十
円
〉
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
八
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
収
入
役
に
三
井
氏

た道 -
。坂 ./~ .
¥J  A. i<Jl 

写 の 欝 ~r; ~事
真選 警ぷグ
は任 '，..、グν

井同芳な収
芳恵 久う入ま
久が氏後役た
呉あ〈任 辞
)り五に任山
十 、に沢
ま八 三 と 貞
し歳井も治

乙
と
し
も
所
得
税
を
中
心
に
減
税

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
相
続
税
、

贈
与
税
に
つ
い
て
も
、
配
偶
者
控
除

な
ど
の
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
つ
ぎ
に
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

-
贈
与
税

婚
姻
期
間
が
二
十
五
年
以
上
に
な

る
夫
婦
問
で
、
土
地
、
家
屋
な
ど
の

居
住
用
財
産
を
贈
与
し
た

場
合

に

は
、
百
六
十
万
円
の
配

偶
者
控
除
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

控
除
が
三
百
六
十
万
円

に
引
上
げ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
婚
姻
期
間
も
二

十
年
に
引
下
げ
ら
れ
ま

し
た。と
の
結
果
、
贈
与
税

に
は
、
も
と
も
と
四
十

万
円
の
基
礎
控
除
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
四
百
万
円
と、

二
倍

も
の
控
除
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

-
相
続
税

II~~構;1111糊柵

ま
た
相
続
税
に
つ
い
て
も
、
配
偶

者
控
除
が
あ
り
、
い
ま
ま
で
は
、
婚

姻
期
間
が
十
五
年
を
越
え
る
夫
婦
に

つ
い
て
、
十
五
年
を
超
え
る
年
数

一

年
に
つ
き
二
十
万
円
の
控
除

(
最
高

二
百
万
円
)
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
乙
れ
も
、
婚
姻
期
聞
が
十
年
に

引
下
げ
ら
れ
、
十
年
を
超
え
る
年
数

一
年
に
つ
き
四
十
万
円
(
最
高
四
百

万
円
)
の
控
除
が
認
め
ら
れ
、
贈
与

税
と
と
も
に
、
大
幅
な
配
偶
者
控
除

の
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
て
、
妻
の
座

は
催
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
乙
の
ほ
か
相
続
税
に
つ
い

て
は
、

死
亡
保
険
金
の
非
課
税
範
囲

が
相
続
人
一
人
あ
た
り
百
万
円
か
ら

百
五
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
死
亡
退
職
金
の
非
課
税

範
囲
も
、
相
続
人

一
人
あ
た
り
五
十

万
円
か
ら
八
十
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

配偶者控除など引上げ

-
貯
蓄
奨
励
、
住
宅
対
策

の
減
税

小
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の

非
課
税
限
度
が

一
人
元
本
百

万
円
か
ら
百
五
十
万
円
に
、

ま
た
小
額
国
債
非
課
税
制
度

の
非
課
税
限
度
額
が
元
本
五

十
万
円
か
ら
百
万
円
に
、
そ

れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
住
宅
や
そ
の
敷

地
の
購
入
な
ど
を
目
的
と
す

る
貯
蓄
で
、

一
定
の
用
件
を

そ
な
え
て
い
る
「
住
宅
貯
蓄

控
除
」
の
最
高
限
度
額
一
万
円
も
、

二
万
円
に
引
土
げ
ら
れ
ま
し
た
。

.

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
勤
労
者

財
産
形
成
促
進
法
に
よ
る
勤
労
者
財

産
形
成
貯
蓄
契
約
に
も
と
づ
い
て、

使
用
者
を
通
じ
て
行
な
う
貯
蓄
に
つ

い
て
、
元
本
百
万
円
ま
で
の
利
子

は
、
非
課
税
と
す
る
新
し
い
法
律
が

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
魚
津
税
務
署
〉
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-1
-一
役
所
前
公
園
に
、
と
の
ほ
ど
パ
1

1

-

-r-一
ゴ
ラ
(
休
憩
所
)
と
水
税
便
所
、

水
の
み
拐
、
散
水
せ
ん
な
ど
が
で
き
あ
が
り

ま

ιた。
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12青年学級を開設
1'"""""-ー・ 柏戸 … 
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ーあなたも受講してみませんか-

勤
労
青
年
の
教

養
を
商
め
る
眉
的

で
、
乙
と
し
も
十

二
の
青
年
学
級
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

乙
の
学
級
に
は
、

勤
労
青
年
で
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
受
講

希
望
者
は
市
教
育

委
員
会
、
公
民
館

ま
た
は
学
級
主
事

へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。学
級
名
と
開
設

場
所
、
主
事
名

(

)
は
次
の
と
お

れ

ν
。

通や ー
模|刻 : ~己
顕j悶 【
訓子
練女、j5の
が 象日交
r=r vこ 、ia
な 、に 主交
わ車北会
れが 鬼運
ま人 [1.!li:tJ 
し71ラi也カ4
た舎内は
f はでじ
ね、ま
る生つ
変徒た

マ
中
央
青
年
学
級
日
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
保
江
実
)
マ
魚
津
青
年
学

級
H
魚
津
公
民
館
(
下
問
淑
光
)

マ
村
木
同
H
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(

石
崎
孝
)
マ
下
中
島
同
日
下
中
島

公
民
館
(
石
橋
賢
作
)

マ
上
中
島

同
日
上
中
島
公
民
館
(
浅
井
樹
)

マ
松
倉
同
日
松
倉
公
民
館
内
清
河
茂

雄
)

マ
上
野
方
向
日
上
野
方
公
民

館

ハ寺
町
正
利
)
マ
本
江
同
H
本

江
公
民
館
ハ
笠
木
昭
雄
〉
マ
加
積

同
日
加
積
公
民
館
戸
平
野
敏
春
)

マ
道
下
同
日
道
下
公
民
館
.(
大
島
洋

一〉

マ
天
神
間
H
天
神
分
教
場

(

米
山
忠
昭
)

マ
西
布
施
同
日
商
布

施
公
民
館
ハ
高
瀬
忠
雄
)

't
出
青
年
会
議
所
が
、乙
ん
ど
正
式

ー

に
認
ポ
(
全
国
四
四
七
番
目
)
さ

れ
、
そ
の
伝
達
式
が
あ
日
市
民
会
館
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
社
会
発
展
の
た
め
、

活
蹴
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
c

県
青
年
の
船

参
加
者
三
人
を
推
せ
ん

第
一
回
富
山
県
青
年
の
船
は
、
9
月

下
旬
、
十
二
日
間
に
わ
た
り
韓
国
、
台

湾
、
香
港
を
訪
問
、
各
国
青
年
と
交
歓

し
、
国
際
的
倒
野
を
広
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
派
遣
団
員
を
募
集
中

で
し
た
が
、
市
内
で
三
十
四
名
の
申
込

み
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
三
人

が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
青
年
の
船
は
、
男
六
十
名
、
女

三
十
名
が
参
加
、
三
回
の
研
修
を
重
ね

9
月
ぬ
日
寓
山
新
港
か
ら
船
で
出
発
す

る
予
定
。

マ
浅
井

樹

日

二
十
九
蹴

マ
松
井
信
義
H
二
十
八
歳

マ
梅
原
静
子
H
二
十

一
歳

住友上
吉道野

番用 と日か 談 ゐ ー !日を | バ
でくに|曜 日 柳 川ょ こ|騎目的積県 l a ノ ド

守号昔日 li評議箱二22密計 11;:dLAi ，r 
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予
防

小
児
マ
ヒ
生
ワ

ク
チ
ン
の
服
用

該
当
者
は

①
昭
和
何
年

2
月
1
日
か

ら
同
特
年
1
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
、
①
昭
和
糾
年
7
月
1
日
か
ら

同
何
年
1
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
ま
だ
二
回
服
用
し
て
い
な
い

人
で
す
。

V
道
下
、
上
野
方
、
住
吉
、
上
中
島

片
貝
校
下
H
5
月
幻
日
(
木
)

V
大
町
、
経
回
、
松
倉
、
村
木
校
下

H
5
月
お
日
(
金
〉

V
本
江
、
加
積
、
西
布
施
、
天
神
校

下
H
5
月
引
日
(
月
)

V
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
H

6
月
7
日
(
月
)

服
用
時
間
は
午
後
1
時

t
2
時
、

場
所
は
い
す
れ
も
市
民
会
館
で
す
。
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胃

ガ

婦
人
検
診

ガ
ン
の
早
期
発
見

を
目
的
に
胃
ガ
ン
と

子
宮
ガ
ン
の
検
診
を

行
な
い
ま
す
。

八
婦
人
検
診

V

地

区

検

診

日

場

所

魚
津

6
月
日
日
中
央
公
民
館

松
倉

7
月

ロ

日

公

民

館

上
中
島

7
月

刀

日

公

民

館

マ
・・・
検
診
時
間
は
午
後
1
時

i
2
時

マ
・・・
検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

八
十
名
、
検
診
料
は
三
百
円
で
す

ン
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魚

津

善

=ュ足、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
を
預
か
り
、
ま
と
め
て
一
つ
の
結
晶
に
し

て
、
効
果
的
に
役
立
つ
よ
う
に
、

善
意
の
か
け
橋
の
役
割
り
を
す
る
趣

旨
で
、
有
志
各
位
の
発
起
に
よ
り
、
こ
の
た
び
魚
津
善
意
銀
行
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

.っ

め
ま
ぐ
る
し
い
現
代
社
会
生
活
の
な

か
で
、
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
や
、
す
さ

ん
だ
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

E
E
E

せ
ん
。
だ
れ
で
も
、
心
の
奥

.

.

.
 

底
に
は
社
会
の
た
め
に
な
る
・
・
圃

乙
と
を
し
た
い
、
恵
ま
れ
な
圃
掴
翻

い
人
々
を
助
け
て
あ
げ
た
い
圃
・
・

と
思
う
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
圃
・
圃

あ
た
た
か
い
善
意
を
も
っ
て
圃
圃
園

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

.

.
 
盟

と
こ
ろ
が
、
乙
の
尊
い
善

国

国

圃

意
が
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
と

--E

思
っ
て
遠
慮
し
た
り
、
機
会
を
失
な
っ

た
り
、
使
い
道
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
た
め
に
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
役
立

て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
み
な
さ
ん
の
善
意
を
お
預
か

り
す
る
た
め
、
魚
津
善
意
銀
行
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
銀
行
で
お
預
り
す
る
も
の
は
、

・
金
員
H
社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

祝
儀
、
香
典
返
し
、
不
時
の
収
入
な

ど
の
現
金

田
物
品
目
衣
類
、
日
用

品
、
食
引
料
品
、
工
芸
品
、

書
籍
な
ど

・
技
能
リ
大
工
、
理
美
容
、
演
芸
、

医
療
な
ど

・
労
力
リ
清
掃
、
洗
濯

な
ど

田
施
設
け
老
人
、
子
ど
も
を

おつ報広46.5.1 

家
庭
へ
招
待
、
住
居
の
開
放
な
ど

圃
団
体
日
清
掃
、
演
芸
の
グ
戸
l
プ

る

奉
仕
な
ど

・
そ
の
ほ
か
旅
行
招
待

苦
学
生
へ
の
便
宜
供
与
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
善
意
を
、
こ
の
銀
行
で
老

人
ホ
l
ム
や
、
そ
の
ほ
か
の
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、
ね
た
き

り
や
孤
独
の
お
年
寄
り
の
人
、
肉
親
の

い
な
い
子
ど
も
さ
ん
、
長
く
療
養
し
て

い
る
人
な
ど
に
供
与
す
る
の
で
す
。

魚
津
善
意
銀
行
で
は
、
明
る
い
魚
津

市
を
築
く
の
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

善
意
を
お
待
ち
レ
て
い
ま
す
。
乙
の
銀

行
の
事
務
所
は
、
市
役
所
一
階
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。写
真
H
寝
た
き
り
老
人
宅
を
訪
ね
、
世

話
を
し
て
い
る
家
庭
奉
仕
員

福
祉
年
金
証
書
の
書
替
え

支

払

い

を

受

け

た

ら

証

書

を
市
役
所
へ

福
祉
年
金
は
、
毎
年
、
所
得
状
況
に

よ
っ
て
、
そ
の
年
に
年
金
が
支
給
さ
れ

る
か
、
停
止
さ
れ
る
か
が
決
め
ら
れ
ま

す
。
所
得
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
で
審

査
の
う
え
、
国
民
年
金
証
書
に
支
払
額

を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
証
書
が
市
役
所
へ
届
け

ら
れ
て
い
な
い
と
、
支
払
額
の
記
入
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、

5
月
の
支
払
い
を

受
け
た
ら
す
ぐ
に
証
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

恩
給
や
扶
助
料
を
受
け
て
お
ら
れ
る

人
、
ま
た
相
当
所
得
の
あ
る
人
で
、
年

金
支
給
が
停
止
に
な
る
と
予
想
し
て
、

請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
が
あ

り
ま
す
。
老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
停
止

に
な
っ

て
も
届
け
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
明
治
糾
年
4
月
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
全
部
請
求
手
続

き
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

マ
二
万
円
日
中
央
通
二
丁
目
新
田
栄

一川

マ
二
万
円
H
中
央
通
一
丁
目
加
藤
義
明
川

マ

一
万
円
H
本
新
大
崎
清
松
マ
五
千
川

円
H
新
町
中
村
潔
子

マ
二
千
円
H
吉
川

野
金
坂
研
治
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
川

を
)

マ
五
千
八
百
二
十
七
円
H
東
部
川

中
二
年
代
表
出
沢
勝
行

マ
二
千
九
百
川

三
十
円
H
同
一
年
山
瀬
公
威
マ
二
千
川

四
百
五
十
四
円
H
同

二

年

生

一

同

州

マ
四
百
六
十
七
円
H
同
一
年
代
表
横
田
川

淳
、
い
ず
れ
も
善
意
銀
行
へ
寄
付
。

川

行
政
相
談
委
員
に

川

辻

寛

さ

ん

川

と
ん
ど
行
政
相
談
委
員
に
大
町
、
辻
川

箆
さ
ん
が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
川

さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機
関
(
宮
川

公
庁
〉
の
と
っ
た
処
置
に
、
不
平
や
不
川

満
が
あ
る
と
か
、
納
得
の
い
か
な
い
場
川

合
、
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
州

問
題
の
解
決
に
協
力
さ
れ
ま
す
。

相
談
員
は
、
富
山
行
政
監
察
局
と
連
川

絡
を
と
り
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
へ
納
得
川

の
ゆ
く
回
答
を
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
酬

ま
す
。

川

八
定
例
相
談
日
は
刊
日

V

定
例
行
政
相
談
日
は
、
毎
月
山
日
午
川

後
l
時
か
ら
4
時
ま
で
大
町
辻
寛
さ
ん
川

の
自
宅
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
白
川

宅
で
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
ま
ず
か
ら
川

来
訪
の
際
は
、
前
も
っ
て
電
話

(
2
局
川

3
9
7
0
番
)
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
川

寄

付

マ
:
・
魚
津
地
区
の
申
込
み
は

6
月

5

日〈
土
)
ま
で
市
佼
所
保
険
衛
生
課
へ

八
胃
ガ
ン
検
診

V

地

区

検

診
日

魚
津

5
月
お
日

場

所

青
少
年ホ
1
ム

魚
津

6
月
お
日
南
町
公
民
館

上
中
島

7
月

間

日

小

学

校

天
神

7
月
幻
自

分

教

場

マ
・・・
検
診
時
間
は
午
前
9
時
!
日
時

マ
・・・
検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

六
十
名
、
検
診
料
は
四
百
円
で
す
3

マ
:
・青
少
年
ホ
l
ム
分
の
申
込
み
は

5
月
日
日
(
土
)
ま
で
保
険
衛
生
課

へ。妊
婦
検
診
と

母
親
学
級

妊
婦
検
診
と
母

親
学
級
は
、
毎
月

第
一

と
第
三
金
曜

日
、
魚
津
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

V
5
月
の
検
診
日

H
7
日
、
引
日

V
時
間
日
妊
婦
検
診
が
午
後
1
時

l

ー
時
加
分
、
母
親
学
級
が
午
後
1

時
叩
分

i
3時
加
分

5
月
の
母
親
学
級
は
、

7
日
日
妊

婦
に
つ
い
て
(
生
理
、
流
早
死
産
の

予
防
、
中
毒
症
、
貧
血
の
予
防
、
血

液
型
不
適
合
な
ど
〉
医
師
か
ら
の

講
話
、
引
日
H
映
画
ハ
妊
娠
中
の
保

健
)
と
妊
婦
体
操
を
行
な
い
ま
す
。

- 5ー

毎
月
第
三
火
曜

日
に
魚
津
保
健
所

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
月
の
検

診
日
は
ゆ
日
(
時
間
は
午
後
1
時

t

3
時
)
で
す
。
該
当
者
は
、
昭
和
何

年
5
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

三
歳
児
検
診



46.5. 1 

り
せ

お
し

?問問
議姦終

づ

歩

こ

う

会

5
月
の
歩
乙
う

会
は
、
9
日
(
日
〉

黒
沢
方
面
へ
行
き
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
、
中
食
、
パ
ス
代
(
百
八
十
円
〉
を

お
持
ち
の
う
え
、
午
前
8
時
日
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
コ
ー
ス
は
、
同
駅
前
午
前
9
時
発

東
蔵
行
き
パ
ス
で
東
城
口
下
車
、
林
道

を
通
り
、
黒
沢
ま
で
や
く
八
キ
ロ

M
を

歩
き
ま
す。

おつ報

交
通
事
故

巡
回
相
談

広

県
の
交
通
事
故
巡

回
相
談
は
、

5
月
6

日
(
木
)
と
お
日
(金
)

の
二
日
間
、
午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で
市
役
所
第
三
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ

ま
す
。

事
故
に
つ
い
て
お
困
り
の
人

は
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第 3種郵便物認可

危

険

物

取

扱

県
で
は
、
危
険

-
主

任

者

試

験

物
取
扱
主
任
者
試

験
(
第
四
類
)
を

6
月
別
日
(
日
)
西
部
中
学
校
で
行
な

い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は

5
月
ロ
日
ま

で
富
山
県
消
防
課
へ
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
試
験
に
さ
き
だ
ち
、

特
別
講
習
会
が
、

5
月
行
!
日
日
.の
二

日
問
、
午
前
9
時

1
午
後
4
時
ま
で
市

役
所
三
階
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
お
間
合
わ

せ
を
。

県
庁
移
動
相
談
室

6
月
叩
日
に

県
で
は

直
接
住
民

の
声
を
聞

き
、
明
朗
な
県
政
の
遂
行
に
資
す
る
た

め
、
県
庁
の
移
動
相
談
室
を
ひ
ら
き
ま

す
。
当
日
は
県
相
談
室
長
、
魚
津
土
木

事
務
所
長
、
魚
津
農
地
林
務
事
務
所
長

な
ど
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
県
政
に
対
す
る
と
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

マ
日
時
日

6
月
叩
日
(
木
)
午
後

1

時
初
分
か
ら
4
時
ま
で

マ
場
所
H
小
川
寺
先
学
坊

国
税
職
員
は
、

採
用
と
同
時
に
税

務
大
学
へ
一
年
間

入
学
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
事
院
実
施

の
国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
(
税
務

職
)
合
格
者
の
な
か
か
ら
選
考
採
用
さ

れ、

在
学
中
も
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す。

乙
の
試
験
は
日
月
に
あ
り
、
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
申
込
み
は

7

月
間
日
か
ら
7
月
初
日
ま
で
だ
す
。

受

験
資
格
は
、
昭
和
お
年
4
月

2
日
か
ら

同
鈎
年
4
月
1
日
ま
で
出
生
の
男
子
で

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
魚
津
税
務
署
へ

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
大
学
校

学
生
募
集

お(東
話淀京 中新
し川( 叫し
中局世 君 J
で ) 回 、 イ昔 、
も名谷 22で
Z量Hi三
千代 'ロー 1-'" 1 ... 

る~涙 =通
「山川 ハ話
通局局
話 ¥..J "-../で電
中で大は話電
着 、阪、局報

信
サ
ー
ビ
ス
」
を
は
じ
め
ま
し
た
a

乙
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
話
中
に
よ
そ

か
ら
か
か
っ
た
ら
、
い
ま
話
し
し
て
い

る
通
話
を
切
ら
ず
に
、
す
ぐ
応
答
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

乙
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
加
入
，

者
へ
お
か
け
の
際
に
、
待
た
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険

の
配
当
金
は

4
月
1
日
か

ら
ふ
え
ま
し
た
。
乙
の
増
配
は
こ
れ
で

十
回
目
で
、
，間
利
刊
年
か
ら
毎
年
ふ
え

て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
の
配
当
金
は
、
加
入
後
三

年
以
上
経
過
し
て
、
万

一
の
と
き
、
ま

た
は
、
満
期
に
よ
っ
て
保
険
金
を
支
払

う
際
、
あ
ら
か
じ
め
約
束
し
た
額
を
支

払
う

「
確
定
配
当
方
式
」
を
と
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
保
障
貯
蓄
を
か
ね

そ
な
え
て
い
る
十
年
払
込
み
十
五
年
満

期
の
養
老
保
険
(
昭
和
引
年

4
月
加

入
)
の
場
合
、
配
当
金
が
月
額
保
険
料

の
四
十
四
カ
月
分
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

簡
易
保
険
の
配

当
金
ふ
え
る

し
た
。

県
で
は
、

鳥
獣
保
護
を

は
か
る
目
的

で
、
天
神
山
周
辺
や
く
一
千
六
十
診
を

保
護
区
に
設
定
し
ま
し
た
。

期
間
は
、
昭
和
何
年
3
月
引
日
か
ら

同
日
年
3
月
初
日
ま
で
で
、
く
わ
し
い

こ
と
は
農
政
課
へ
お
間
合
わ
せ
を
。

天
神
山
周
辺
が

鳥
獣
保
護
区
に

郵
便
受
箱
の

あ
っ
せ
ん

郵
政
省
で
は
、

た
い
せ
つ
な
郵
便

を
安
全
、
確
実
に

配
達
す
る
た
め
、
郵
便
受
箱
全
一戸
設
置

五
カ
年
運
動
を
展
開
中
で
、
こ
と
し
は

そ
の
三
年
目
で
す
。

魚
津
郵
便
局
で
は
、
町
内
会
や
切
手

売
り
さ
ば
き
所
を
通
じ
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
近
く
の
郵
便
局
か
、

切
手
売
り
さ
ば
き
所
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
価
格
は
七
百
円
で
す
。

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医

V

V
5
日
日
(昼
〉鴨
川
町
青
木
医
院

(夜
〉本
江
浦
田
病
院

V
9
日
日
(昼
)

荒
町
石
倉
医
院
(
夜
)
友
道
扇
谷
医
院

v何
回
日
(
昼
)下
村
木
町
河
内
病
院

(
夜
)
火
の
宮
町
沢
口
医
院

v
n日
日

(
民
)
大
先
寺
魚
津
緑
ケ
丘
病
院
-
(
夜
)

角
川
町
熊
西
医
院

V
叩
日
H
(
昼
)本

江
宮
元
医
院

(
夜
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

- 6ー

… 一… i也危 水 !
?い ぬ
歪7る
そ む
ぴ ι候

人

事

異

動

4
月
1
日
付
で

次
の
よ
う
に
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

マ
企
画
室
長
日
寺
島
誠

長
H
仲
俣
新
一

マ
図
書
館

図館 e よ t..I. 
警?こ り民主S

，げ潤
開架コーナーを設ける

図書館では、いまま

で小説などの軽い読物

を読書室に開架しておりましたが、

少しでもみなさんの利用しやすいよ

うに、 5月から中学生向きの本や、

家事関係の本、文学全集の一部など

も読書室に開架します。

また、新着図書も1カ月間、読書

室に展示しています。ご家族、お友

だちで、お気軽にと利用ください。

く新着図書> [>春の坂道=111岡荘

八 [>針女=有吉佐和子 pある朝
海に=西村京太郎 じ〉写教入門=田

中塊堂 じ〉父ちのんポーが聞える=

松本則子 b医者がくるまでに乙れ

だけは=石i醜E二 [>米と牛乳の経
済学=大島清 b現代住宅百斜事典

=講談社 b家事整理学のすべて=

中央公論社

帯

。

世

人

人

人

)

ゴ
パ
民
d
nu

n
コ
1
1
7

、Q
u
n
U
Q
d
円

L

ヰ
コ

1

，n
U
7
E

つム
J

，E
q
u
1
a
n
u
n
H
U

E
/
7
1
4
I
R
J
R
d
f
f、、

t
l
円

L

q
u
1
2
7
1
n
L
必斗

f
、
1
4
2
2
、ノ

き

細
切
刊
日
引
間

的

数
日

ロ

帯

男
女

人

世
人

第
三

O
二
号

編
集
発
行
人

沢

、本

章

生
亡
入
出

出
死
転
転

-
E
J
d
U
H
-
-
'
T

・

口
H
開
仰
司
同
H

中
部
印
刷
株
式
会
社


